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7対1入院基本料の経緯（「重症度、医療・看護必要度」・平均在院日数） 

平成17年 医療制度改革大綱 

       「急性期医療の実態に即した看護配置について適切に評価した改定を行う」 
 

平成18年 7対1入院基本料創設  
 

平成19年 中央社会保険医療協議会から厚生労働大臣への建議 

「手厚い看護を必要とする患者の判定法等に関する基準の研究に着手し、
平成20年度診療報酬改定で対応すること」 

 

平成20年 7対1入院基本料の基準の見直し 

       一般病棟用の重症度・看護必要度基準の導入 

  「A得点2点以上、B得点3点以上の患者が10％以上」 
 

平成24年  7対1入院基本料の基準の再見直し 

       一般病棟用の重症度・看護必要度基準の見直し 

  「A得点2点以上、B得点3点以上の患者が10→15％以上」 

       平均在院日数要件の見直し 

                     「平均在院日数が19日→18日以下」 2 



病床の種類別にみた平均在院日数の年次推移 

※出典：病院報告 
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医療機関数（件） 

平均在院 
日数（日） 

一般病棟入院基本料（7対１）届出医療機関 
平均在院日数の比較（平成23年～26年） 

出典：保険局医療課調べ 

累積（％） 
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○ 平成24年度改定において、平均在院日数の施設基準が19日から18日に短縮したことを受け、平成24年度は平成23年度と比
べて平均在院日数が18日を超える医療機関が減少し、全体の平均在院日数も短縮した。 

 

○ 平成26年度改定において、特定除外制度・短期滞在手術等基本料を見直したことに伴い、平成26年度は平成25年度と比べ
て全体に計算上の平均在院日数が延長した。 

※平均在院日数は各年の診療報酬上の定義に則り  
医療機関が届け出たもの 
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  平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 

医療機関数 1,489 1,456 1,550 1,617 

平均値±SD 14.3±2.9 13.9±2.7 13.8±2.8 14.1±2.8   
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一般病棟入院基本料（7対１）届出医療機関の平均在院日数
～平成26年～ 

○ 平均在院日数が10～15日の医療機関が全体の過半数を占めた。 
 

○ 他方、平均在院日数が17日を超える医療機関が8％程度みられた。 

＜平均在院日数ごとの医療機関分布＞ 

出典：保険局医療課調べ 
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一般病床の平均患者数・病床利用率 

出典：病院報告 

○ 一般病床における1日平均患者数・病床利用率について、経年的にみると徐々に減少する傾向

がみられた。 

H25年 H26年 H23年 H25年 H26年 

（患者数） （％） 

※※病床利用率＝ 
月末在院患者数 

×100 
月末病床数 

H24年 

＜1日平均患者数＞ 

H24年 H27年 

＜病床利用率※※＞ 
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※カッコ内は年平均 ※カッコ内は年平均 
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受診延日数の伸び率：医科入院（対前年同期比） 

出典：最近の医療費の動向（平成27年3月号） MEDIAS (Medical Information Analysis System) 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

4～9月 10～3月 4～9月 10～3月 

医
科
計 

 
 

0.8 ▲0.4 ▲0.9 ▲0.5 ▲0.3 ▲0.7 ▲0.6 ▲1.0 ▲0.3 

2 
0 
0

床
未
満 

 
 

1.2 ▲0.4 ▲1.3 ▲0.1 0.0 ▲0.3 ▲0.4 ▲0.8 0.0 

20～50床
未満 

▲0.1 ▲2.1 ▲2.5 ▲1.3 ▲0.9 ▲1.6 ▲2.1 ▲2.5 ▲1.7 

50～100床 ▲0.3 ▲1.7 ▲1.8 ▲0.7 ▲0.4 ▲0.9 ▲1.2 ▲1.4 ▲1.0 

100～200
床 

1.9 0.3 ▲1.0 0.2 0.3 0.1 0.1 ▲0.4 0.6 

2 
0 
0

床
以
上 

 
 

0.6 ▲0.4 ▲0.8 ▲0.8 ▲0.7 ▲1.0 ▲0.7 ▲1.0 ▲0.4 

200～300
床 

0.8 ▲0.2 0.2 ▲0.5 ▲0.3 ▲0.7 ▲0.7 ▲0.8 ▲0.6 

300～500
床 

0.5 ▲0.4 ▲0.6 ▲0.6 ▲0.2 ▲1.0 0.1 ▲0.5 0.6 

500床以上 0.7 ▲0.6 ▲1.8 ▲1.4 ▲1.6 ▲1.3 ▲1.8 ▲2.0 ▲1.6 

○ 医療機関の受診延日数の伸び率について、平成26年4～9月間では、対前年度比－１．０％と、その他の時期と比較し

て減少幅が大きい傾向があったが、平成26年度後半は対前年度比－０．３％と、減少幅は縮小した。 
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出典：DPCデータ 

○ 平成26年度診療報酬改定の前後で、7対1入院基本料を届け出ているDPC算定病院における7
対1入院基本料の算定患者数はやや減少していた。 
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（患者数） 

＜7対1入院基本料の算定患者数＞ 
（1日当たり平均） 
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平均在院日数が長い医療機関の状況① 

○ 平均在院日数が長い7対1病院では、その他の7対1病院よりも手術・全身麻酔手術の実施件
数が少ない傾向がみられた。 
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出典：平成26年度入院医療等の調査（施設票） 
※平均在院日数が長い病院；平均在院日数上位10％の病院を抽出 

※※平均病床数当たりの実施件数を計上 
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平均在院日数が長い医療機関の状況② 

○ 平均在院日数が長い7対1病院では、その他の7対1病院よりも放射線治療・化学療法の実施
件数が少ない傾向がみられた。 
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出典：平成26年度入院医療等の調査（施設票） 
※平均在院日数が長い病院；平均在院日数上位10％の病院を抽出 

※※平均病床数当たりの実施件数を計上 
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平均在院日数が長い医療機関の状況➂ 

○ 平均在院日数が長い7対1病院では、その他の7対1病院と比べて重症度、医療・看護必要度
Ａ項目の該当患者割合が小さく、1日当たりレセプト請求点数も小さい傾向がみられた。 
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出典：平成26年度入院医療等の調査（施設票） 
※平均在院日数が長い病院；平均在院日数上位10％の病院を抽出 

※※平均病床数当たりの実施件数を計上 


